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論 文 内 容 の 要 旨

外科学教室では従来より, 不可欠脂肪酸 (E F A ) と副腎皮質機能との問に密接な関係があることを認め

てきた｡ すなわち,コレステロールから副腎皮質ホルモンへの代謝過程において,コレステロールは EF A ,

特にテ トラエンとエステル結合していることが必要であり, このエステルが減少 しているときは副腎皮質

機能が低下 していることを認めた｡ 福田 ･平野等はまた, 胆石患者の副腎皮質機能が低下し同時に血清お

よび肝臓中のアラキ ドン酸量の低下があることを認めた｡ また塩田等は- ムスク- にグルコースを糖質源

とした E F A 欠乏食を投与することにより実験的に胆石を作製し, その胆汁中の胆汁酸, レシチンが減少

し, コレステロールが増量していることを認めたO 以上の事実より, コレステロール結石症の場合, コレ

ステロールからその一方の代謝産物である胆汁酸- の移行が副腎におけると同様に E F A 欠乏により障害

をうけているものと推測され得る｡

胆石, ことにコレステロール系結石の発生に関して肝臓中の E F A およびコレステロールの態度をラッ

チ, ハムスターおよび人胆石を用いてその遊離型およびエステル型について検討し, さらにコレステロー

ルの生体内合成に関しても考察を加えた｡

1) ラッテおよび- ムスタ- に砂糖を糖質源とした合成食を投与すると, 糖質源を澱粉とした場合より

も総脂肪酸, 総コレステロールともに増量した｡ そのエステル型には大きな変化がなかった｡ また総脂肪

酸申, E F A の占める割合も後者では著しく低下しておりエステル型における割合は変化しなかった｡

以上の点から, 砂糖食においては澱粉金と比較して相対的 E F A 欠乏状態にあると考えられる｡

2) 一方無脂肪食で, 糖質源を砂糖にすると, - ムスターではその胆嚢中にコレステロ- ル結石の発生

がみるが, その肝臓中コレステロールおよび脂肪酸は総量およびエステル量ともに著明に上昇するが, 脂

肪酸中 E F A の占める割合は著明に低下する｡ 特にハムスターにおけるアラキ ドン酸量は微量であった｡

全脂肪酸に対するアラキ ドン酸の占める割合は, 胆石発生- ムスターおよび人の胆石症患者とも8 % 以

下であった｡
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3) ビタミン B 6 欠乏食ラッテおよびハムスターでは特に E F A の減少は認められず, また リノール酸

に対するアラキ ドン酸の割合も対象と比較して特に低い値は認められなかった｡ ただエステル型脂肪が全

体的に減少 しており, エステル化の障害を推測させた｡

4) マグネシウム欠乏食ラッテおよびシリカ過剰食ラッテにおいては肝臓中コレステロールおよび脂肪

酸量に特に変化は認められず, また胆石発生との関係も見出し得なかった｡

5) 人の胆石に含有される脂肪酸を分析し, コレステロール系石, ビリルビンカルシウム系 石 と もに

E FA の含有量が著しく少いことを認めた｡

6) 砂糖無脂肪食- ムスタ- でコレステロール系結石の発生をみるが, これは砂糖が澱粉に比較して吸

収が早いためそのグ リコリーシスが H exose-M onophosphate Shunt をとおり, その結果脂肪酸およびコ

レステロ- ルの生合成が高まり, 過剰のコレステロールが胆汁中に排潤されると考えられる. さらに無脂

肪の状態がこの Shunt の活性を高めると推測される｡

いいかえれば, コレステロ- ル系結石発生に関しては, コレステロールの生合成先進と, その月旦汁酸-

の代謝障害がともに必要な条件であると考える｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者は, - ムスターに砂糖を糖質源とした不可欠脂酸欠乏食を投与すると, その胆嚢l函こ高率にコレス

テロール結石が発生する事実にかんがみ, ハムスタ- およびラッテの種々の食飼条件におけるその肝臓お

よび胆汁中のコレステロールと脂肪酸の分析をガスクロマ トグラフィ- によって行なった｡ その結果, 澱

粉食群に比べ砂糖食群ではコレステロール値は上昇し, また不可欠脂酸の相対的欠乏を兄いだした｡ また

無脂肪食群では脂肪食群に比べてコレステロ- ル値が上昇し, また脂肪酸総量は増加するが不可欠脂陵墓

は著明に減少することを知った｡ 特に- ムスターにおけるアラキ ドン酸はごく微量であった｡ 従来よりい

われているごとく, コレステロールより胆汁酸への代謝過程には不可欠脂酸が重要な役割を持つと考えら

れるが, その上にコレステロ- ル胆石発生に必要なもうーつの条件は生体内コレステロール合成の克進で

あると考える｡ すなわち砂糖無脂肪食群ではその解糖が H exose-M onophosphate Shunt を経ると考え,

その結果コレステロ- ルと脂肪酸の合成先進, 不可欠脂酸欠乏, 胆汁酸の減少などの条件を満足し, コレ

ステロール胆石発生- 導かれると推察した｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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